
第１号様式（日本産業規格Ａ列４番）

移動等円滑化取組計画書

2023 年 6 月 15 日

住 所 東京都台東区台東４丁目２５番７号

事業者名 首都圏新都市鉄道株式会社

代表者名 代表取締役社長 柚木 浩一

高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律第９条の４の規定に基づき、次

のとおり提出します。

Ⅰ 現状の課題及び中期的な対応方針

（１）旅客施設及び車両等の整備に関する事項

当社では、2005 年の開業当時から全 20 駅においてホームドアを設置しており、

「公共交通移動等円滑化基準」に基づいたエレベーターを 1 ルート確保している。

また、当初より全駅に多目的トイレおよび簡易型多機能ブース（車椅子使用可能）・

トイレ内ベビーシートをそれぞれ設置。また、トイレの温水洗浄便座への更新を完

了していますが、これらの設備の保守・点検を引続き実施して安全に利用できるよ

う努めていくとともに、ホームと車両の隙間対策等、快適にご利用できる環境を整

備する。今後、利用者の増加に適切な対応が行えるよう、長期的な混雑率の見通し

等を見極め、抜本的な混雑緩和対策として 2019 年度より開始した「8両編成化事業」

を引続き推進する。なお、車両については最混雑区間における朝ラッシュ時の最大

運行本数 24 本化による混雑緩和を継続的に行う。

（２）旅客支援、情報提供、教育訓練等に関する事項

駅業務に従事する者のサービス介助士資格取得率は、2022 年度末時点で約

82.5％。新型コロナウィルス感染症の影響による講習会の縮小、受講方法の変更等

があったが、2023 年度よりコロナ過前の状態に戻りつつあることから、今後も利

用者の増加に対応するべく資格取得率の向上を図ると共に、有資格者及び資格をま

だ取得できていない係員に対しても日頃からの教育を継続する。

また、利用者増加に伴う対応として警備員・アルバイトの配置や状況に即した運

用を検討する。

既存車両の車内表示器についても多言語表示機能（4 か国語）を備え、色弱者に

対応したユニバーサルデザインの文字表示としたフルカラーLCD 表示器への更新を

引続き実施することによって、お客様への「より分かり易い情報提供」に努める。



Ⅱ 移動等円滑化に関する措置

① 旅客施設及び車両等を公共交通移動等円滑化基準に適合させるために必要な措置

対象となる旅客施

設及び車両等

計 画 内 容

（計画対象期間及び事業の主な内容）

・ホーム延伸の実

施

・ホームと車両乗

降口の隙間設備

・8両編成化事業の一環として、青井駅・六町駅のホーム延伸を

引続き実施する。（2023 年度完成予定）

・車椅子スペースのある乗車口には、隙間が 70 ㎜程度となるよ

うに、くし状の隙間対策ゴムを設置する。（2023 年度中完成

予定箇所：北千住駅・青井駅・流山おおたかの森駅・守谷駅・

研究学園駅）

② 旅客施設及び車両等を使用した役務の提供の方法に関し法第八条第二項及び第三項

の主務省令で定める基準を遵守するために必要な措置

対 策
計 画 内 容

（計画対象期間及び事業の主な内容）

・ホームから車両

への乗降

・入社 1年目の駅務員を対象に、スロープを利用して車両に乗車

される方への介助教育を実施する。

③ 高齢者、障害者等が公共交通機関を利用して移動するために必要となる乗降につい

ての介助、旅客施設における誘導その他の支援

対 策
計 画 内 容

（計画対象期間及び事業の主な内容）

・異常時に於ける

旅客誘導の為の

設備

・人員配置の工夫

・サービス介助士

取得者の配置

・エレベーター、エスカレーター等の駅設備が停電・故障等によ

る停止時や列車の駅間停車時等の異常時に於いて負傷者や視

覚障害者および車椅子ご利用の旅客搬送の為、各駅に１台ずつ

配備した「電動式階段昇降機」及び「搬送トロ」でのご案内を

実施する。また、避難誘導時の案内用に多言語拡張装置（4か

国語対応）を使用して多言語での情報配信を図ることにより、

安全な誘導を行う。

・秋葉原駅・新御徒町駅・北千住駅・六町駅・八潮駅・三郷中央

駅・南流山駅に於いては、朝ラッシュ時の利用者が多く、旅客

支援に対応できる要員拡充の為、警備員・アルバイトを採用す

るとともに、運用や配置を検討し、ホーム監視、巡回、旅客誘

導を強化、併せて駅務員による車椅子ご利用の旅客等のご案内

を実施する。

・駅業務に従事する者のサービス介助士資格取得率は、2022 年

度末時点で約 82.5％。新型コロナウィルス感染症の影響によ

る講習会の縮小、受講方法の変更等があり、新規取得者の養

成も減少したが、徐々に戻りつつある。2023 年度以降も引き

続き駅係員、乗務員の取得率の向上を図ると共に、有資格者



・他社（局）線との

連携

及び資格をまだ取得出来ていない係員に対しても日頃からの

教育を継続するなど、知識・技能を備えた職員によって、安

定した高品質なご案内を提供する。

・他社（局）線との接続駅（秋葉原駅・新御徒町駅・北千住駅・

南流山駅・流山おおたかの森駅・守谷駅）に於いては、車椅子

ご利用旅客や目の不自由な旅客等が乗換えの際に駅務員が専

用インターホン（テレスピ）を介して連絡をとり、相互に情報

共有を図り、乗換先改札までご案内し、職員の対面引継ぎを実

施している。

④ 高齢者、障害者等が公共交通機関を利用して移動するために必要となる情報の提供

対 策
計 画 内 容

（計画対象期間及び事業の主な内容）

・多言語化の推進

・光警報装置の設

置

・従来から使用している筆談器に加え、タブレットや音声翻訳機

によるご案内の実施。

・既存車両の車内表示器について従来の表示器から多言語表示

機能（4 か国語）を備えたフルカラーLCD 表示器への更新を継

続的に実施する。（2026 年度全編成完成予定）

・火災を感知した際、従来の音による警報に加え、音の警報を聞

き取りにくい方にも光の点滅で火災発生を知らせることが可

能な警報装置を引き続き設置する。（2023 年度設置予定箇所：

流山セントラルパーク駅・柏の葉キャンパス駅・柏たなか駅）

⑤ 移動等円滑化を図るために必要な教育訓練

対 策
計 画 内 容

（計画対象期間及び事業の主な内容）

・サービス介助士

の資格取得支援

・定例教育・研修の

実施

・サービス介助士の資格取得支援および更新（取得・更新費用は

会社で負担）を引続き実施する。

・新入社員研修および年間訓練計画に基づく各職場での定例教

育、本社主催の研修による教育を実施する。

⑥ 高齢者、障害者等が高齢者障害者等用施設等を円滑に利用するために必要となる適

正な配慮についての旅客施設及び車両等の利用者に対する広報活動及び啓発活動

対 策
計 画 内 容

（計画対象期間及び事業の主な内容）

・広報活動

・啓発活動

・ホームページ「安心・快適」への取り組みページに掲載。

・認識や理解を広げるため、EV 利用円滑化ポスターを掲示。



Ⅲ 移動等円滑化の促進のためⅡと併せて講ずべき措置

・視覚・聴覚障害をお持ちの地元の大学生の方々と共同で駅構内の施設について検証

を実施した実績を基に設備の改修、更新を行っているが、今後も改修・更新を実施

する。（実施例：検証結果に基づき、階段等の手摺部分の点字シールを手の触れやす

い位置に変更することにより、安全性向上を図った。）

・メールフォーム・コールセンター等で集約した障害当事者のご意見・要望等を社内

で情報共有を図る。

・設備が正常に機能するよう保守・点検の継続実施および技術部門と運輸部門の設備

に関しての情報共有を図り、長期に亘り実施する点検の場合は、旅客に対し掲出物

による事前告知を行う。

・駅構内の見通しの悪い箇所にカーブミラーやサイン等を設置する等、衝突防止の為

の予防的対策を検討する。

Ⅳ 前年度計画書からの変更内容

対象となる旅客施設

及び車両等又は対策
変 更 内 容 理 由

・サービス介助士取

得者の配置

・光警報装置の設

置

・駅業務に従事する者のサービス

介助士資格取得率は、2022 年度

末時点で約 82.5％。新型コロナ

ウィルス感染症の影響による講

習会の縮小、受講方法の変更等

があり、新規取得者の養成も減

少したが、徐々に戻りつつある。

2023 年度以降も引き続き駅係

員、乗務員の取得率の向上を図

ると共に、有資格者及び資格を

まだ取得出来ていない係員に対

しても日頃からの教育を継続す

るなど、知識・技能を備えた職

員によって、安定した高品質な

ご案内を提供する。に変更。

・火災を感知した際、従来の音に

よる警報に加え、音の警報を聞

き取りにくい方にも光の点滅で

火災発生を知らせることが可

能な警報装置を引き続き設置す

る。（2023 年度設置予定箇所：

流山セントラルパーク駅・柏の

葉キャンパス駅・柏たなか駅）

に変更。

・新型コロナウィルス感染

症の感染症法上の分類が

2類相当から 5類に変更

されたことに伴い、養成

方もコロナ禍前の受講方

法へ戻りつつある為。

・2022 年度、八潮駅・

三郷中央駅・南流山駅、

光警報装置事業完成。



・ホームと車両乗降

口の隙間設備

・車椅子スペースのある乗車口に

は、隙間が 70 ㎜程度となるよ

うに、くし状の隙間対策ゴムを

設置する。（2023 年度中完成

予定箇所：北千住駅・青井駅・

流山おおたかの森駅・守谷駅・

研究学園駅）に変更。

・2022 年度、秋葉原駅・

新御徒町駅・柏たなか

駅・つくば駅、隙間設備

事業完了。

Ⅴ 計画書の公表方法

・弊社ホームページに掲載

Ⅵ その他計画に関連する事項

・本計画書については、当社の「2023 年度事業計画」・「中期経営計画（2021 年度～

2023 年度）」および関係資料を基に作成しており、中期的な対応方針に記載された

事項については、当社の中期経営計画に位置づけられている。

注１ Ⅳには、Ⅱについて前年度と比較して記入すること。なお、該当する対策が複

数になる場合には、新たに欄を設けて記入すること。

２ Ⅴには、本計画書の公表方法（インターネットの利用等）について記入するこ

と。

３ Ⅵには、Ⅱの欄に記入した計画に関連する計画（事業者全体に関連するプロジ

ェクト、経営計画等）がある場合には、必要に応じ、その計画内容及び計画にお

ける当該事業者の位置付け等について記入すること。


